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杵
島･
武
雄
地
区
に
集
い
、
学
校･

家
庭･

地
域
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

連
携
に
つ
い
て
考
え
る 

10
月
21
日
（
火
）
武
雄
市
・
大
町
町
・
江
北
町
・
白
石
町
の
５
会

場
に
お
い
て
、
第
44
回
佐
賀
県
人
権･

同
和
教
育
研
究
大
会
分
科
会
を

佐
賀
県
教
育
委
員
会
と
佐
同
教
が
主
催
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

分
科
会
は
旧
教
育
事
務
所
単
位
の
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
お
り
、

今
大
会
は
旧
杵
西
教
育
事
務
所
管
内
の
伊
万
里
市
・
有
田
町
に
も
協

力
し
て
い
た
だ
き
、
開
催
に
至
り
ま
し
た
。 

当
日
は
、
学
校
教
育
・
社
会
教
育
関
係
者
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
元
住
民
の
み
な
さ
ん
等
千
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
人
権
教
育･

啓
発･

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
よ
う
！
」
の
大

会
テ
ー
マ
の
も
と
、
各
会
場
で
参
加
者
同
士
が
交
流
す
る
場
も
多
く

設
定
さ
れ
、
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

来
年
度
の
第
45
回
研
究
大
会
全
体
会
は
８
月
３
日
（
月
）
に
佐
賀

市
文
化
会
館
で
、
分
科
会
は
10
月
20
日
（
火
）
に
唐
津
・
玄
海
地
区

で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

（写真上･右） 

人権のまちづくりに

向けた取り組みの発

信と交流がなされた

第５分科会には、地元

のゆるキャラも登場

し会場を盛りあげた。 

＝北方公民館 
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｢個｣と｢個｣が束ね合わさった 

      「協働」の取り組みをめざして 

研究大会分科会 

アラカルト 

（写真左） 

午後からのグループ協議で部落差

別をはじめとするさまざまな差別

について考えた第１分科会 
       ＝大町町公民館 

（
写
真
右
） 

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る
そ
れ
ぞ

れ
の
人
権･

部
落
問
題
学
習
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
第
４
分
科
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＝
福
富
ゆ
う
あ
い
館 

（写真上） 

子ども支援・家庭支援について報告・討議がなされ

た第２分科会は、今大会最多の参加者が集まった 

＝ふれあい交流センター「ネイブル」 

（写真左上下２枚・右） 

展示と交流会場では参加団

体のみなさんとの交流やゆ

るキャラも登場。分科会後

の総括会では報告者と司会

者で振り返りがなされた 

＝白石町総合センター 
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10
月
26
日
（
日
）
に
佐
賀
女
子
短

期
大
学
に
て
、
佐
同
教
就
学
前
教
育

研
究
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
９
時
か
ら
13
時
ま
で

の
半
日
の
日
程
で
、
実
践
報
告
と
特

別
講
演
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
佐
賀

女
子
短
期
大
学
生
の
参
加
も
あ
り
、

県
内
各
地
か
ら
１
６
０
名
を
超
え
る

保
育
所
（
園
）
・
幼
稚
園
や
学
校
教

育
・
社
会
教
育
関
係
者
が
集
い
、
充

実
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

特
別
講
演
で
就
学
前
教
育
へ
の
思
い
を
語
る
石
木
和
子
さ
ん 

      

基
山
保
育
園
の
三
井
所
節
子
さ
ん
・
田
中
由
美

さ
ん
か
ら
「
心
に
寄
り
添
う
保
育
を
め
ざ
し
て
」

～
あ
り
の
ま
ま
の
あ
な
た
が
大
好
き
～
の
実
践
報

告
が
あ
り
、『
保
育
士
が
か
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
か

わ
る
』『
子
ど
も
も
保
護
者
も
保
育
士
も
み
ん
な
ハ 

                  

ッ
ピ
ー
に
な
る
』
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
長
崎
市 

菜
の

花
保
育
園 

石
木
和
子
園
長
に
よ
る
特
別
講
演

「
明
日
を
拓
く
力
」
～
た
く
ま
し
く
、
心
豊
か
で
、

よ
く
考
え
る
子
ど
も
を
育
て
る
～
で
は
、
40
年
あ

ま
り
の
保
育
経
験
に
基
づ
く
、
『
人
間
を
育
て
る
』

実
践
の
紹
介
が
な
さ
れ
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
を

改
め
て
考
え
る
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

佐同教就学前教育研究大会 

参
加
者
の
感
想
よ
り 

  

○
初
め
て
就
学
前
教
育
研
究
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
も
の
す
ご
く
自
分
の
心
に
響
く
も
の
ば
か

り
で
参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。 

 

（
教
職
員
） 

 

○
現
状
を
踏
ま
え
て
の
話
だ
っ
た
の
で
、
分
か
り
や

す
か
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い

て
勉
強
に
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
教
職
員
） 

 

○
「
気
に
な
る
子
は
困
っ
た
子
で
は
な
く
、
困
っ
て

い
る
子
」
と
い
う
話
は
よ
く
聞
く
が
、
こ
れ
を

保
・
幼
、
小
・
中
・
高
・
大
す
べ
て
の
先
生
が
意

識
し
て
、
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
た
。 

 
 
 

 
 

 

（
社
会
教
育
） 

 

○
子
ど
も
を
大
切
に
保
育
す
る
思
い
が
形
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
話
で
感
動
し
ま
し
た
。
「
生
活
リ
ズ

ム
」
の
大
切
さ
、
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
社
会
教
育
） 

基山保育園の実践報告や石木園長の特別講演について、参加者からも

たくさんの質問や意見が出され、就学前教育に関する学びが深まった         

＝佐賀女子短期大学 

自
分
や
友
だ
ち
を
大
切
に
で
き
る 

 
 
 
 
 
 

教
育
・
保
育
の
創
造
を 
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 伊
万
里
市
教
育
委
員
会 

 

田
中 

正
廣 

  

10
月
２
・
３
日
の
２
日
間
「
佐

同
教
・
社
会
教
育
部
県
外
現
地
研

修
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

初
日
は
、
大
阪
市
西
成
区
に
あ

る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
部

落
解
放
同
盟
西
成
支
部
長
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
か
け
る
思
い
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。 

 

江
戸
時
代
の
渡
辺
村
（
現 

浪
速
区
）
は
、
西
日

本
の
牛
馬
の
皮
の
集
積
地
で
、
皮
革
の
集
荷
・
加

工
・
販
売
の
一
大
産
地
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
大
阪
環
状
線
芦
原
橋
駅
前
に
は
、
現
在

も
二
軒
の
太
鼓
販
売
店
が
あ
り
ま
す
。 

■
安
心
し
て
暮
ら
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
案
内
し
て
い
た
だ
い
た

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
界
隈
は
、
近
代
的
な
都
市
と

し
て
整
備
さ

れ
昔
の
面
影

を
見
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ

ん
。
長
年
に

わ
た
る
支
部

の
活
動
に
よ

り
、
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
な

ど
住
宅
の
確

保
と
と
も
に
、

介
護
や
医
療

な
ど
安
心
し

て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
自
ら
の
力
で
と
い
う
思
い
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、「
西
成
差
別
」
と
い
う
言
葉
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
だ
差
別
は
根
強
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。「
釜
ヶ
崎
の
暴
動
が
西
成
の
イ
メ
ー

ジ
を
悪
く
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
無

知
で
あ
る
こ
と
や
知
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
が
偏
見

に
つ
な
が
り
、
差
別
の
温
床
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。 

■
土
地
差
別
の
現
実
を
改
め
て
垣
間
見
る 

翌
日
は
、
大
阪
人
権
博
物
館
で
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
学
習
致
し
ま
し
た
。
同
和
問
題

に
関
す
る
展
示
、
特
に
部
落
史
に
関
す
る
展
示
内

容
が
充
実
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
西
成
、
浪
速
に
お
け
る
２
日
間
の
現
地

研
修
で
、
大
都
市
の
中
心
部
に
あ
り
な
が
ら
、
人

口
の
減
少
、
異

常
に
高
い
高

齢

化

率

（
36
％
）
や
極

端
な
男
女
比

率
（
３
対
２
）

等
か
ら
、
土
地

差
別
の
現
実

を
改
め
て
垣

間
見
た
よ
う

な
気
が
し
ま

す
。
最
後
に
有

意
義
な
研
修

機
会
を
い
た

だ
い
た
こ
と

に
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。 

県外現地研修会 報告 

県外現地研修会に参加した県内各市町の社会教育関係者 

  ＝大阪市立市民交流センターにしなり 

近
代
的
に
整
備
さ
れ
た
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
街
並
み 

 
 
 

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ 

＝
大
阪
人
権
博
物
館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


